
第５学年２組 算数科学習指導案 

 

１ 単元  単位量あたりの大きさ 

２ 指導観 

○ 本学級の子どもたちは、これまでに「単位量あたり」の考え方は第二学年の乗法の導入、第三

学年の除法で扱い、第４学年までに、「数と計算」領域において、単位量あたりの大きさの考え

に繋がる、等分除のわり算を学習してきた。しかし、単純な乗除法の計算はできるものの、単位

量の重さを求めるなど２量の割合の比較をすることを苦手とし、設問の文意を理解せず、ただ大

きな数から小さい数を割ろうなどと考える児童が見られる。そこで、単位量あたりの大きさつい

ての理解を深め、異種の２量の割合で捉えられる数量について、単位量あたりの大きさを用いて

比べることの有用性を捉えられるこの機に本単元を取り上げる。そして、数量について図や数直

線に表す活動を通して、異種の２量の割合として捉えられる数量について、比べることの意味や

比べ方、表し方の理解を深めると共に、それを用いることができるようにする。このことは、算

数的活動に取り組みながら学習内容を確実に習得し、身に付けた知識・技能を活用して問題解決

しようとする学ぶ意欲をもつ児童を育てる上からも意義深い。 

○ 本単元では、異なる２つの量の割合で表される量についての比べ方や表し方といった「１あた
り（単位量あたり）の大きさ」の考え方の学習をする。異種の２量で決まる量について、一方の
数量を１としたときに対応する他方の数量を表すという、単位量あたりの考え方を理解すること
をねらいとしている。そのために、まず、異なる２つの数量のどちらかを基準量として、もう一
方の量を表すことで、比べることができるようになることを理解させる。また、問題文から、図
や数直線を用いて、立式させ、設問の意味理解を図る。さらに、立式までの考え方をペアや全体
交流を用い、筋道を立てて説明できるようにし、習熟を深めていく。このことは、第６学年の「変
わり方を調べて」の学習へと発展していく。 

○ 本単元の指導にあたっては、まず、混み具合について理解できる活動を通して、混み具合を調
べる際は、二つの量のうち一方を揃え、比べることを理解させる。次に、人口密度や収穫量など
の日常場面の問題に取り組ませ、単位量あたりの大きさが日常生活でも使われていることを理解
させる。この理解確認の段階では、式の意味を考え説明する活動を位置付け、設問の意味理解を
図り、本時へと展開していく。 

  尚、本時指導にあたっては、二つの量のうち一方をそろえて他の量で比較する方法を用い、単
位量あたりの大きさを求め、問題を解決することができるようにする。その際、問題の意味が分
からず、立式することができなかったり単位量あたりの大きさの意味が理解できなかったりする
児童がいると予想される。そのために、問題場面を数直線に表す活動やどんな単位量あたりの大
きさを求めるかを考え、立式させ、説明させる活動を設定し理解させる。また、理解深化段階で
は、買い物場面で、どちらが得になるか考える問題に取り組み、単位量あたりの大きさが日常場
面でも使われることを実感させ理解を深めさせる。 

３ 目標 
 ○ 単位量あたりの考えのよさが分かり、それを用いて異種の二つの量の割合として捉えられる数

量を比べたり表したり、進んで課題解決しようとする態度を育てる。            

 ○ 単位量あたりの大きさを基に、異種の二つの量の割合として捉えられる数量の表し方や比べ方
について考え、数直線や式、言葉などを用いて、自分の考えを表現できる。                

 ○ 異種の二つの量の割合として捉えられる数量の単位量あたりの大きさを用いた比べ方や表し
方を理解することができる。            

４ 本単元の学習活動（全７時間） 

 １ 具体的な問題場面から混み具合を考え、その比べ方を理解する。           （２）   

 ２ 人口密度の意味とその求め方を理解する。                    （１） 

３ 単位量あたりの大きさの考え方を用いる方法を理解し、計算する。――———（２）（本時１/２）                 

 ４ 算数的活動を通して、単位量あたりの大きさにつて興味を広げる。         （１） 

 ５ まとめと復習をする。                                                         （１） 

 

 

 



５ 本時  平成３０年１１月１５日（木）第６校時 於 ５年２組教室 

６ 主眼 

 〇 単位量あたりの大きさの考えを用いて、異種の二つの量を比べる方法を理解し、問題を解決す

ることができる。 

７ 本時の学習活動(４／７) 
段

階 
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１ 予習から、本時の学習のめあてをつかむ。 

 

 

 

○ 予習内容を確認し、単位量あたりの大きさを求める方

法を知る。 

 

 

 

 

○ 単位量あたりの大きさを用いて、２量を比べる方法を

確認し、まとめる。 

 

 

 

２ 習得した考えをつかって練習問題を解き、解き方を確

認し合う。 

 

  

 

 

○ それぞれの問題の求め方をペアで説明し合い、全体

で考えを確認し合う。 

３ 思考を深める問題を解き、考えを交流し合う。 

 

 

 

  

○ 解くための方法や答え方をグループで話し合って、

自力解決する。 

 

  

 

 

４ 今日の学習を振り返り、「分かったこと・分からなかっ

たこと」を明らかにする。 

 〇 本時学習で、「分かったこと・分からなかったこと」

を振り返る。 

〇 次時の予習内容を知る。 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

【困難度査定】 

〇 問題文から、２つの量の関

係性を捉えることができず、

立式することができない児

童がいると予想される。 

 

○ 数直線に表された数の意

味理解を図り、図と式と問題

を対応させながら根拠を明

確にして答えを求める。 

※ 単位量あたりの大きさに

着目し、二つの数量を比べ、

計算することができる。 

 

 

 

 

〇 ＬとｍＬそれぞれ単位が

違うこと、１ｍＬではなく、

１００ｍＬあたりを求める

ことに着目させる。 

○ 式と答えとなぜそうなっ

たかの判断の根拠もグルー

プで交流させる。 

 

 

 

 

 

○ ノートに自己評価を書か

せ、理解状況を確認する。 

○ 次時の予習問題を読み、次

時の見通しをもたせる。 

 

 

２つの量を比べることができるようになろう 

【予習内容】 
○問題文を読み、数直線から立式する。 

いもほりをしました。表は、１組と２組の

畑でとれたいもの重さと畑の面積を表して

います。どちらの畑のほうがよくとれたとい

えますか。 

 重さ（㎏） 面積（㎡） 

１組 ４２ ６ 

２組 ６０ ８ 

 

 ２つの量は、「１（単位）あたりの量」を求めて比

べることができる。  

 

【確認問題①】５冊で６９０円のノートと３冊で３６０円のノー

トでは、１冊あたりの値段は、どちらが高いですか。 

【確認問題②】３０Ｌのガソリンで３９０Ｋｍ走る自動車と４０

Ｌで５００Ｋｍ走る自動車では、どちらがよく走りますか。 

【深化問題】野菜ジュースは１．５Ｌで５７０円、ミックスジュ

ースは、１Ｌで２５０円で売られています。２種類のジュース

を比べたとき、１００ｍＬあたりでは、どちらのジュースが何

円高いですか。数直線図をかいて考えましょう。 

【次時の予習】 
単位量あたりの大きさを使って、全体の量やいくつ分かを求める問題

に取り組む。 

〈野菜ジュース〉    〈ミックスジュース〉 

□×１５＝５７０     □×１０＝２５０ 

□＝５７０÷１５      ＝２５０÷１０ 

＝３８          ＝２５ 

３８－２５＝１３   Ａ野菜ジュースの方が１００ｍＬあたり１３円高い 

 


